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●

編

輯

後

記

０

◇
三
年
前
に
は
四
百
軒
近
く
あ
っ
た
大
阪
の
古
書

店
が
最
近
で
は
そ
の
半
数
に
激
滅
し
て
了
っ
た
と

い
う
。
国
語

。
国
文
字
関
係
の
書
籍
を
並
べ
る
店

の
数
は
、
お
よ
そ
そ
の
一
割
位
だ
か
ら
本
屋
歩
き

は
楽
に
な
っ
た
勘
定
に
な
る
。
し
か
し
そ
れ
も
東

京
相
場
が
常
に
上
廻
っ
て
い
る
の
で
値
の
い
い
東

京
へ
と
本
の
流
れ
て
ゆ
く
の
も
自
然
だ
と
は
言
い

乍
ら
寂
し
い
も
の
が
あ
る
。
出
版
に
し
て
も
大
阪

で
は
学
術
書
や
学
術
雑
誌
の
発
行
は
殊
に
む
つ
か

し
い
と
い
う
。

◇
こ
の
よ
う
な
大
阪
に
国
文
談
話
会
が
で
き
て
三

年
、
そ
の
間
、
談
話
会
は
数
多
く
の
仕
事
を
果
し

て
き
た
が
、
就
中
契
沖
阿
閣
梨
円
珠
庵
再
建
の
た

め
の
募
金
運
動
が
会
員
や
多
く
の
協
賛
者
た
ち
の

奉
仕
に
よ
っ
て
着
々
進
捗
し
つ
つ
あ
る
こ
と
は
特

記
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
ば
か
り
で
な

く
上
代

。
近
世
の
女
学
研
究
会
も
大
阪
の
北
と
南

で
夫
々
着
実
な
歩
み
を
続
け
て
い
る
。
大
阪
和
学

の
線
合
的
な
研
究
へ
の
希
望
も
昨
年
の
契
沖
阿
閣

梨
二
百
五
十
年
忌
を
機
に
湧
き
上
っ
た
が
、
こ
れ

も
是
非
実
現
し
た
い
事
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。
わ
れ

わ
れ
の
大
阪
必
ず
し
も
学
術
不
毛
の
地
で
は
な
い

の
で
あ
る
。

◇
今
日
も
朝
か
ら
雷
鳴
に
似
た
爆
音
が
研
究
室
の

硝
子
窓
を
ひ
び
か
せ
て
い
る
。

◇
か
か
る
時
代
の
厳
し
さ
の
中
に
本
誌
第
五
輯
を

遅
れ
な
が
ら
も
お
く
り
出
す
こ
と
の
で
き
る
こ
と

は
吾
々
の
喜
び
で
あ
る
。
本
号
に
は
小
島
教
援
に

連
載
中
の

「奥
の
細
道
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
」
を
中
止

し
て
芭
蕉
の
自
然
随
順
の
性
格

・
対
自
然
態
度
に

つ
い
て
の
所
見
を
執
筆
し
て
い
た
だ
い
た
。
田
中

氏
は
連
歌
論
の
建
設
者
と
し
て
の
二
条
良
基
を
通

し
て
、
連
歌
が
、
殊
に
和
歌
に
対
し
て
区
別
せ
ら

れ
る
諸
性
格
を
、
当
時
の
新
し
い
女
学
精
神
の
顕

現
と
し
て
把
握
し
よ
う
と
試
み
ら
れ
た
。
棋
山

・

渋
谷

・
岡
、
三
氏
の
寄
稿
と
共
に
読
者
に
夫
々
興

味
深
い
問
題
を
提
起
し
て
い
る
と
思
う
。

◇
国
語
教
育
、
今
号
に
は
ド
イ
ツ
文
学
の
蘇
訳

・

研
究
に
多
く
の
業
障
を
も
た
れ
る
渡
辺
氏
に
お
願

い
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
八
木
）

回

投

稿

規

定

回

○
直
接
購
読
者
は
投
稿
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

○
原
稿
の
内
容
は
国
語

・
国
文
学

・
国
語
教

育
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。
分
量
は
四

百
詰
原
稿
用
紙
二
十
枚
以
内
と
す
る
。

○
原
稿
の
送
り
先
は

「
豊
中
市
柴
原
、
大
阪

大
学
文
学
部
国
支
学
研
究
室
内
、
語
文
編
軒

委
員
」
宛
。

○
原
稿
の
採
否
は
編
韓
委
員
に
一
任
の
こ
と
。

○
採
用
し
な
か
っ
た
原
稿
は
返
送
料
が
添
附

し
て
あ
れ
ば
返
送
に
応
す
る
。

〇

一
括
購
読
者
が
投
稿
す
る
際
に
は
代
表
者

か
ら
紹
介
せ
ら
れ
た
い
。

〓
雑
誌
の
寄
贈

上
父
換
に
つ
い
て

○
雑
誌
の
寄
贈

・
交
換
は
大
阪
府
豊
中
市
柴

原

大
阪
大
学
文
学
部

国
文
学
研
究
室
宛
に

願
い
た
い
。

肇
購
読
に
つ
い
て

○
購
読
希
望
者
は
発
行
所
宛
前
金
を
添
え
て

由
込
む
こ
と
。

（
送
金
は
振
替
を
利
用
さ
れ

た
い
）

一　
部
　
　
四

十

円
　
送
料

八
円

一
年
分
（
四
回
分
）
百
六
十
円
（
送
料
共
）

〇
五
冊
以
上

一
括
購
読
の
時
は

一
割
引
の
上

送
料
は
不
要
と
す
る
。
　
　
　
　
　
・



一
　

輩
頭
　
　
文

　
　
第

五

輯

一　
　
　
　
　
　
定
『料．八四十
岬

一　　鵬枷〓一章竹嘲周十二ノ回
「̈
匈

一
　

　

　

　

豊

中

市

柴

原

一　

編

輯

者
　

難

隷
学

罐

配

文
学

弓

雄
室

一　
　
　
　
　
　
　
　
大
阪
市
南
区
横
堀
七
丁
目
一
九

一
　

発

行

者
　

　

　

　

一則

円

　

春

雄

大
阪
市
西
淀
川
区
相
里
町
一一ブ
三
ん

刷

所
　

　

　

　

寿

印

刷

株

式

会

社

大
阪
市
南
区
横
堀
七
丁
目

一
九

発

行

所
　
　
邦

　

　

進

　

　

社

電
話
船
場
（２５
）
一
九
九
〇
番

振
養
大
阪

一
二
三
一
三
五
番




